
同志社大学大学院メディア学研究会　公開講演会
「尖閣・釣魚」日中領土問題の起源 

―公文書から見た不都合な真実―


【日時】2013年5月23日(木) 18:30～20:30
【場所】同志社大学新町校地臨光館207教室（R207）
【講師】村田忠禧氏
（横浜国立大学名誉教授、神奈川県日中友好協会副会長）
「大切なことは感情的になるのではなく、
　　　　　　　客観的事実を重んじることと思います」
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上図：石浜兵吾の報告書にある遠望の図
下図：野村靖内務大臣標杭建設
	【村田忠禧（むらた・ただよし）さん略歴】　　
1946年7月生まれ。神奈川県出身。東京大学文学部中国文学科卒、同大学院博士課程中国哲学専攻満期退学、東京大学教養学部助手、横浜国立大学助教授、教授を経て、現在は横浜国立大学名誉教授、神奈川県日中友好協会副会長。 

　専門は中国現代史、現代中国論、日中関係論。主な著書は、『中国現代治国論』(許介鱗との共編 勉誠出版)、『尖閣列島・釣魚島問題をどう見るか―試される二十一世紀に生きるわれわれの英知』（日本僑報社）、訳書『周仏海日記（1937～1945）』、『毛沢東伝（1893～1949）』（いずれもみすず書房）、『日本軍の化学戦―中国戦場における毒ガス作戦』（大月書店）など。

また、『日中領土問題の起源』（花伝社）が6月に刊行予定である。この著書では、日本が尖閣諸島を領有する1895年までの主として琉球と中国、日本との関係、および日本が領有するにいたった経緯を克明に調べ、重要な新発見を記している。


※入場料、無料。事前申し込み不要・直接教室にお越しください。
【主催】同志社大学大学院メディア学研究会　
【お問い合わせ】　社会学部事務室　電話：075-251-3411　FAX：075-251-3066（学部共用）　
メール： dsm0201@mail2.doshisha.ac.jp（院メディア学研究会会長：荻野友美）
